に は、 実にあった かくて、 清潔で、 狎れ 合って しまわ 

ない 人間同士の、 親と 子と、 良人と 妻との つどい、 生 

き、 たたかう うたがあります。 その 人間ら しいうた の 

ひびき は 「冬 こそ 春 を 支度す る」 を 通じ、 「アレグロ - 

マ-ノン • トロ ッポ」 へ 「合唱す る 人た ち」 へ 通じ ま 

す。 (「合唱す る 人た ち」 の 第五 章 四 行 あたり、 何 か 人 

間と いう ものの 神聖が 感じられました。 自然で、 自然 

であるが ゆえに まじめな。) 「アレグロ • マ • ノン • ト 

口 ッポ」 に は、 心と 耳と を かたむけて それ をき き、 い 

つし か 自分 も その 行進に まきこまれて 足 をす すめ 出す 

ような 音楽が みちて います。 この 音楽と、 いっか 展望 
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